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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【フロー図の構成】
・入院決定時（外来）・入院早期（スクリーニングより前）
・入院時から●日以内：入院時から（治療）方針の決定まで（病院の特徴に合わせて、「●日」を設定する。）
・治療開始から安定期
・退院に向けての調整期間
・退院時
・退院直後からの移行期（退院後2週間まで）

・意思決定支援・方向性の共有
・療養環境の準備・調整（医療上の課題／生活・ケア上の課題）
横軸：時間軸で提示している。医療機関の機能による役割の違いはあるが、全体の
プロセスの中で自施設の役割を理解する。
縦軸：患者・家族への退院支援内容
退院
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